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東浦町ＳＰ通信 
～東浦町では、学生ボランティアを“職員の仲間”という思いを込めて、 

「SP」または「スクールパートナー」と呼んでいます。～ 
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２０２３年度もありがとうございました 
 

 ２０２３年度の東浦町ＳＰ活動も、残すところあと数日となりました。今年度は１３１名の学生さん

が東浦町のＳＰとして登録・活動をしてくれました。その中で、ウィークリーＳＰとして活動してくれ

た学生さんは８０名。１０年間のスクールパートナー事業の中で、最も多い人数です。この“ＳＰ”と

いう言葉（事業）は、片葩小学校の「わくわく算数教室」から始まりました。最初は、特定の大学の学

生数人から始まった活動でしたが、学生さんから学生さんへとこの文化が繋がり、今では県内県外問わ

ず多くの大学から学生さんが集まってくれる、一大事業となりました。参加してくれたＳＰさんの力、

次の世代へのバトンがあったからこそ、今日までＳＰ活動が繋がっているのだと思います。ありがとう

ございます。 

 

 東浦町のＳＰ活動は、「Ｗiｎ×４
ウィン バイ フォー

」を目標にしています。この「４」とは、「学校」「子ども」「ＳＰ」

「保護者」のことです。学校にとっても、子どもにとっても、ＳＰにとっても、保護者にとっても「Ｗ

in」な活動になっているだろうか？と、日々考えています。学校にとっては、ＳＰさんのマンパワー・

熱量がたいへん有難いものになっています。新しい風を吹かせてくれる存在です。子どもにとってはい

わずもがな、寄り添い・共に時間を過ごし・先生よりも近い存在であるＳＰさんはかけがえのない存在

になっています。保護者としても、学校へ行って子どもたちが楽しく過ごせる・勉強できる手助けをし

てくれるＳＰさんには感謝ばかりです。では、ＳＰさんにとってはどうでしょうか。みなさんにとって

も、学校現場・子どもたちの“今”を知ることができる「Ｗｉｎ」な活動になっていたら幸いです。 

 

 今、現場は、学習指導要領にある「個別最適な学び」「協働的な学び」に向けて、大きな過渡期にあり

ます。今年度活動してくれたＳＰさんから、「自分たちの受けてきた教育とは変わってきている」という

言葉を何回も聞きました。みなさんが感じたこと、学んだことを、これからも生かしてもらえたらと思

います。そして、東浦町にはオープン・スクールがありますし、そのオープン・スクール以外の各小中

学校でも積極的に「個別最適な学び」「協働的な学び」に向けて取り組みが進められています。過渡期に

ある今だからこそ、現場の生の声を聞くチャンス！見るチャンス！数年後・数ヶ月後・数日後には、み

なさんが学校を、日本の教育を作っていくことになると思います。現場で子どもたちとの関わりを楽し

みながら、学校について、教育について深く考え、学んでもらえたらと思います。 

 

来年度も引き続きＳＰさんを募集しています！多くの学生さんが参加してくれることを願って、今年

度の「ＳＰ通信」を締め括りたいと思います。一年間、ありがとうございました。来年度も、よろしく

お願いします！ 

 

 

 



 

 最後に……。ＳＰ活動をしていて、「困ったなぁ」「これはどうしたらいいのだろうか」と思うことは

ありませんでしたか？「授業中なのに、子どもたちが話しかけてきてしまい、先生に指導されてしまっ

た。」「正直、今、この授業で大人の手（ＳＰ）は必要ないかもしれない。」「担任の先生に聞きたいこと

があってもなかなか聞ける時間がない。」など、人それぞれ悩み・葛藤しながら活動してくれていたので

はないかと思います。ＳＰさんにもそうした“思い”があるように、先生たちにも「ＳＰさんにもっと

こうして欲しい」という“思い”があります。そんな先生たちの“思い”を今回、片葩小学校の校務主

任の先生が教えてくださいました。ぜひご一読ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


